
　
5
月
29
日
の
定
時
総
会
で
専
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、亀

井
隆
徳
で
す
。

　
大
学
で
、銅
鉱
山
の
研
究
を
専
攻
し
て
以
来
、銅
と
の
か
か
わ

り
は
40
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
２
回
、海
外
生
活
を
経
験
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も

家
族
帯
同
で
チ
リ
と
ス
イ
ス
に
各
々
3
年
間
で
す
。特
に
チ
リ
は
初

め
て
の
海
外
駐
在
で
し
た
し
、3
番
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、印
象
深
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
か
つ
て
チ
リ
は
、戒
厳
令
や
市
民
弾
圧
等
で
治
安
の
悪
い
時
期

も
有
り
ま
し
た
が
、私
が
駐
在
し
て
い
た
頃
は
比
較
的
安
定
し
て

い
ま
し
た
。チ
リ
に
駐
在
し
た
時
期
を
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、こ

れ
だ
け
は
即
答
出
来
ま
す
。チ
リ
で
生
ま
れ
た
子
供
が
今
年
成
人

式
な
の
で
、丁
度
２０
年
前
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
仕
事
は
大
使
館
の
経
済
担
当
参
事
官
。日
本
で
も
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
で
資
源
開
発
の
担
当
で
し
た
の
で
、C
O
D
E
L
C
O
や

E
N
A
M
I
と
い
ろ
い
ろ
な
お
付
き
合
い
を
し
ま
し
た
。最
終
的
に

は
、日
本
企
業
に
よ
る
新
規
銅
鉱
山
の
開
発
に
繋
げ
よ
う
と
い
う

意
図
で
す
。今
や
世
界
に
冠
た
る
銅
の
生
産
国
チ
リ
で
す
が
、当

時
の
銅
製
錬
所
の
多
く
は
、黒
煙
が
漂
い
、構
内
は
刺
激
臭（
硫

酸
）で
あ
ふ
れ
、排
水
は
黒
く
濁
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
、国
際

協
力
事
業
団（
当
時
）の
制
度
を
活
用
し
、日
本
の
進
ん
だ
公
害
防

止
技
術
を
供
与
し
環
境
改
善
を
進
め
る
た
め
、日
本
人
技
術
者
の

方
々
を
チ
リ
に
長
期
間
派
遣
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
使
館
は
貿
易
の
促
進
も
支
援
し
て
い
ま
す
。既
に
活

発
だ
っ
た
サ
ケ
、フ
ル
ー
ツ
等
の
輸
出
に
加
え
、美
味
で
低
価
格
の

チ
リ
ワ
イ
ン
を
何
と
か
日
本
市
場
に
届
け
た
い
と
、商
社
の
方
と

幾
つ
も
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
廻
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
私
生
活
面
で
は
、近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
家
族
会
員
に
な

り
、親
は
ゴ
ル
フ
、子
供
は
プ
ー
ル
に
毎
週
の
様
に
通
い
ま
し
た
。

冬
は
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
ス
キ
ー
場
に
日
帰
り
で
す
。ま
た
、海
岸
線

が
南
北
に
長
い
チ
リ
は
海
産
物
が
豊
富
で
、自
家
製
の
干
物
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。牛
肉
は
そ
れ
ほ
ど
高
級
品
で
は
な
く
、

バ
ー
ベ
キ
ュー
で
は
毎
回
食
べ
き
れ
な
い
程
で
す
。

　
公
私
両
面
で
、日
本
に
住
ん
で
い
て
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、そ
の
最
大
の
成

果
は
何
か
と
い
う
と
、「
家

族
で
住
ん
で
初
め
て
分
か

る
そ
の
国
の
実
情
と
人
々

の
気
持
ち
」と
い
う
こ
と
を

実
体
験
で
理
解
で
き
た
こ

と
で
す
。

　
真
の
国
際
化
と
は
、外

国（
人
）の
気
持
ち
を
理
解

出
来
る
と
こ
ろ
が
そ
の
始

ま
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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土屋　厚氏

馬上の鏑木宮司

かつぎ手は、200人を越す若衆
　オリャ ！　オリャ ！　オリャ ！
　下腹から絞り出す野太いかけ声が、梅雨入り間もない下町の
空気を震わせる。目の前のかつぎ手は、200人近くもいるだろうか？
印半纏が路地を埋めつくす。
　東京・台東区鳥越。江戸下町の趣きを色濃く残すこの街を

“千貫神輿”がねり歩く。興奮か、酒気か、かつぎ手の若衆の顔は
紅潮している。
　江戸時代からの大神輿は、震災で焼失したため、昭和2年に
原型通りに再興された。実際に渡御される神輿としては都内随
一の重量を誇り、通称“千貫神輿”と呼ばれる。
　鳥越神社の例祭は、6月9日に近い日曜日に催され、千貫神輿
の渡御は、この日に行われる。終日氏子区域23か町をねり歩き、夜

になって神社に戻るときには、各町が高
張提灯をかかげ、手丸提灯で迎える。
氏子たちのかかげる提灯の灯に、神輿
の鳳凰やたくさんの錺金物がキラキラと
夜空を彩る光景は、例えようもないほど
美しく、雄壮。
 「これをひと目見ようと、毎年数万の人
で賑わいます。」 第19代鏑木啓磨宮司
は言われる。

1300年の歴史に彩られる鳥越神社
　鳥越神社は、旧蔵前国技館の西400m、通称江戸通り（国道6
号線）と呼ばれる旧街道のすぐ脇に位置し、昔から交通の便のよ
い所であった。現在では、この一帯は“鳥越”と称しているが、平
安時代後期までは、白鳥村と呼ばれていた。
　鳥越神社の創祀については、日本武尊がかかわっている。
　武尊が平定のために、はるばる東国へ赴いた時、しばらくこの
地にとどまった。その威徳をしのび、白雉2年（651年）5月、白鳥村
の人々は、白鳥山と呼ばれた山上に白鳥明神を奉祀した。これが
鳥越神社のはじまりである。1300年を越す歴史をもつ神社なので
ある。

飾りに深みを与える銅
　千貫神輿を飾る金色に輝く金物類は、
すべて純銅板の錺に金めっきを施したもの。
　この数多い金物類の本体への取付け、補
修を行っているのが、この地で三代続く老舗の
土屋金属工芸（株）だ。
　神社、仏閣などの各種美術金具製作では、東京屈指。鳥越神
社の氏子でもある代表取締役　土屋　厚氏は
　「浅草橋から田原町にかけて、鳥越神社を中心にした一帯は
職人の町です。神輿を作るには、私ら錺職や鍍金だけでなく、木
地、彫り、漆と多くの職人が関わります。昔はこの近隣で職人さん
を確保できたものです。それも今は昔。本当に職人さんが少なくな
ってしまいました。、伝統技術が心もとないものになってきています。
　この千貫神輿の飾りは、渡御の2日前の朝から本体に取付け
はじめ、その夜9時の御魂入れまでに作業を完了させます。銅製
の金物を微調整しながら取付けるので
すが、銅は柔らかく、細工がしやすいの
で、それほど手間はかかりません。
　長年、錺金物を手がけてきましたが、
銅にまさる金属はありませんね。思うよう
に加工できるし、作品に深みが出ます。
渡御当日は、職人が終日神輿の後につ
いて、万が一の金物の不具合に対処し
ています。
　ともかく、この鳥越一帯の人たちの一年は、祭りではじまり、祭り
で終わるんです。祭りあっての鳥越なんですよ。」

千貫神輿を神 し々く―伝統の銅錺
東京・台東　鳥越神社

鳳凰の取付け わらび手の取付け
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